
地域の先生方へ 
「DPC（包括支払制度）」導入についてのお知らせ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＤＰＣによる包括評価は、急性期入院医療を対象としたものですので、これまで以上に、機能分担・機

能連携を推し進め、紹介患者の円滑な受入れと積極的な逆紹介に努めます。急性期の加療が必要

な患者さんは、一人でも多くご紹介をお願い申し上げます。 

済生会日田病院では、医療の透明化 ・効率化 ・標準化 ・質の向上を目的に、平成 21 年 7 月 1 日

から DPC（包括支払制度）を導入いたします。DPC は、7 月 1 日以降に入院される患者さんが対象と

なります。 

 
 

 

 

 

 

 

 
・薬剤服用中の患者さんについては薬剤情報と全ての薬剤を持参して頂くようお願い申し上げます。 

■ ご紹介に当り、次の点にご協力をお願いします。 

  ・退院時処方は、在宅においての使用のみが対象となります。 

  ・レスパイト入院（在宅医療を中心として時々入院し患者の医療を行うと共に家族の疲れを癒すこと）

は、急性期の加療の対象とはならないため受入れができません。 なお、急性増悪の入院について

は問題ありません。 

■ ＤＰＣでは、次の点にご理解をお願いします。 

 

1. ＤＰＣとは 
DPC とは Diagnosis（診断）Procedure（手技）Combination（組み合わせ）の略で、平成 15 年度から

大学病院などに導入された新しい「包括支払方式」に用いられる診断群（病名）の分類方法を指します。

DPC は、診療行為ごとに料金を計算する従来の「出来高払い方式」とは異なり入院される患者さんの病気・

病状をもとに、処置などの内容に応じて定められた 1 日あたりの定額点数が決定され、その点数を基本に医

療費を計算する方法「包括支払方式」です。 
1 日あたりの定額の点数は、診断群分類（1572 種類）と呼ばれる区分ごとに入院日数に応じて定められて

います。この 1 日あたりの定額の点数に含まれるのは入院基本料や検査、投薬、注射、画像診断などです。

手術や麻酔、一部の高度な検査の手技料などについては従来どおり「出来高払い方式」で算定されます。 
  
入院医療費 
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 検査料 

1 日あたりの入院費用 
（×日数） 

検査・レントゲン 

注射・薬・基本料など 

 
包括

 レントゲン料 

 注射 ・ 薬 

 入院基本料など（×日数） 

 
                      
                                  

  
 

 

個々の診療内容の費用を積み上げて 

合計する方法です。 
回数・量に関係ない定額分と従来通り

 出来高  
手術・リハビリ     手術・リハビリ 

置・検査など 一部の処置・検査など 一部の処

の出来高分を合計する方法です。 



2. ＤＰＣの導入状況について  
DPC は、平成 15 年度から全国の大学病院への導入が開始されました。現在では、急性期医療を主とした全

国の医療機関（平成 20 年度までは DPC 対象病院 716 病院、平成 21 年度から開始予定約 567 病院、合計

約 1283 病院）で導入され、大分県内でも大分大学医学部附属病院をはじめ既に DPC 対象病院が 11 病院、

今年度から開始予定が当院を含めて 11 病院となります。 
 
3. ＤＰＣ制度の対象入院患者 
基本的に、一般病床に入院する全ての患者さんが対象となります。但し、下記に該当する方はこの対象

になりません。また、診断群分類に定められた期間（包括期間）を超え、長期入院となった場合には、

入院途中から出来高で計算されます。  
 【DPC 対象外患者】 

・  DPC で定められている病名（診断群分類）に該当しない方 

・ 労災保険・交通事故（自賠責保険適用）、自費診療の方 

・   当院へ入院後 24 時間以内に亡くなられた方 

・  治験の対象となった方 

・ 歯科入院の方 

  ※DPC対象外患者であっても従来の出来高方式による算定となるため、患者さんの受け入れは 

    従来どおり行います。 

    

※ ご不明な点がございましたら、下記までお問合せください。 
 

DPC
 
 
 
当院には一般病床の他に回復期リハビリテーション病棟（ＤＰＣ対象外）があります。所定の紹介状にてご利用下さい。 
《回復期リハビリテーション病棟（32 床）について》 
 脳卒中、脊髄損傷、大腿骨の骨折などでは急性期の治療が終了しても、身体機能の低下が残って、すぐには在宅復帰

できない状況が多くみられます。回復期リハビリテーション病棟は、こういった方に対して、寝たきりの防止と家庭

復帰を目的として集中的にリハビリテーションを行う病棟です。 

 病棟では、専任の医師、看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、医療相談員（MSW）、栄養士が患者さん一人

一人の状態に合わせてスタッフ全員で援助します。 

  リハビリテーションプログラムを各スタッフ共同で作成し、これに基づいて計画的なリハビリテーションを行います。 
【回復期リハビリテーション病棟の対象となる疾患】 

疾患 入棟可能な状態 入院期間 

脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷、くも膜下出血のシャント手術後、脳腫瘍、脳炎、急性脳

症、脊髄炎、多発性神経炎、多発性硬化症、腕神経叢損傷等の発症後若しくは手術後又は

義肢装着訓練を要する状態 

150 日以内 

高次脳機能障害を伴った重症脳血管障害、重度の頸髄損傷、頭部外傷を含む多部位外傷

の発症後又は手術後 
180 日以内 

大腿骨、骨盤、脊椎、股関節若しくは膝関節又は 2 肢以上の多発骨折の発症後又は手術後

（注）1 

外科手術又は肺炎等の治療時の安静により廃用症候群を有しており、手術後又は発症後 

発症または手術後 

2 ヶ月以内 

90 日以内 

損傷後 
60 日以内 大腿骨、骨盤、脊椎、股関節又は膝関節の神経、筋又は靱帯損傷後 

1 ヶ月以内 

（注）1… 1 下肢のみの膝下骨折は対象外となります。 
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〒877-1292 日田市大字三和 643 番地の 7 

TEL  0973-24-1100 
FAX 0973-22-1269 
DPC・包括支払に関しては・・・医事課 1 係まで 

入院の問合わせに関しては・・・地域医療室まで 窓口


